
３月28日（火）～
４月25日（火）

４月26日（水）～
５月23日（火）

５月25日（木）～
６月27日（火）

６月29日（木）～
７月25日（火）

７月27日（木）～
８月22日（火）

８月24日（木）～
９月26日（火）

４/22(土)～5/21(日)
国宝上杉本洛中洛外図屏風

原本展示

5/27（土）
▼

6/25（日）

4/22（土）
▼

5/21（日）

7/8（土）
▼

8/20（日）

休館日
5/24

休館日
7/26

企画展示室 常設展示室 上杉文華館

講

講

講

4月22日（土）、5月13日（土） 
各回14：00～、要入館料

５月27日（土）、６月24日（土）
各回14：00～、要入館料

９月２日（土）、９月１６日（土）
各回14：00～、要入館料

７月８日（土）14：00～
要入館料

5/5(金)こどもの日 博物館高校生以下 無料入館日
5/18(木) 国際博物館の日 どなたでも 常設展無料入館日

4月2日（日）

6月4日（日）

7月2日（日）

8月6日（日）

8月27日（日）

5月14日（日）

特別展

：キャラリートーク ：講演会
（企画展示室展開設）

：コレクショントーク
（上杉文華館展示解説）
各回14：00～

特別展

上杉景勝と関ケ原合戦
前期

9/2（土）
▼

11/5（日）

後期

「豊臣期上杉家と京都・伏見・大坂」
片桐 昭彦 氏(新潟大学 人文学部 准教授)
伝国の杜2階大会議室
定員：先着120名 聴講無料

５月20日（土）14:00～16:00

企画展 今泉篤男と美術

上杉氏と国絵図の世界（仮）

上杉家歴代の文書管理と歴史編纂
年間テーマ

6月27日(火)
ミュージカル

「いつだって青空
～ブルマー先生の夢～」

5月4日(木・祝)

こども狂言クラブは
一年を通して活動があり
いつでも新規参加者を
募集しています。

上杉まつり
「金剛流さくらに舞う会」

7月29日(土)
劇場版

「まんが日本昔ばなし」

宝くじ文化公演
「吉田正記念オーケストラ」

9月10日(日)

9月30日(土)
能楽の祭典

9月3日(日)
PRO WiND 023 アンサンブル

鳥 刺  （左隻5扇）
と り    さ し

定勝と軍事の先例

綱勝から綱憲へ

吉憲～宗房と年譜編纂

重定と先例

７月15日（土）14：00～
福王寺一彦氏
「今泉篤男先生と
  父・福王寺法林の思い出（仮）」
伝国の杜2階大会議室
定員：先着120名 聴講無料

前期：９月２日（土）～１０月１日（日）
後期：１０月７日（土）～１１月５日（日）

自由参加制ワークショップ
（申込不要・無料）

募集制ワークショップ
（要事前申込・有料）

5月２8日（日）10：00～11：30
色とあそぼう！

７月22日（土）13：30～15：30
植物で布を染めよう

6月11日（日）13：30～16：00
初夏のカラーハンティング

７月２３日（日）
①10：30～、②13：00～
むかしむかしをきこう
語り：米沢とんと昔の会

７月２８日（金）19:00～20：30
ナイトツアーようこそ夜の博物館へ
「今泉篤と美術」を見る

8月6日（日）13：30～16：30
紅花で染める

6月25日（日）13：30～16：00
墨染の美～不思議な墨の世界～

「伝国」という言葉は、米沢藩九代藩主上杉鷹山が天明5年（1785）上杉治広に家督を譲る際に藩主の心得として与えた「伝国の辞」に由来するものです。

謙信関連文書の収集

 景勝をめぐる記録の編纂

室町時代 狩野永徳筆

　鳥黐をつけた竹竿で木にとまる鳥を
捕まえようとしています。鳥刺という職
人です。傍らには鳥かごを持った女性が
います。
　日本列島に住む人々は、50年くらい前
まではいろいろな鳥を食べていました。
中世もまた同様で、ガンやカモ、キジ、ウ
ズラやスズメなどが食膳にあがってい
たようです。「上杉本洛中洛外図屏風」に
は、同じように鳥を狙う鳥刺が左隻２扇に、また竹竿と鳥かごを
持った鳥刺が右隻６扇や左隻２扇に描かれています。戦国時代
には鳥黐を使った猟が盛んであったと考えられており、上杉本
はそれを描き出しているといえます。

博物館開館時間：9：00-17：00（入館は16：30まで）
博物館休館日： 5月-11月 第4水曜日（休日の場合はその直後の平日）
　　　　　　　  12月- 3月 毎週月曜日（休日の場合はその直後の平日）
　　　　　　　  年末年始（今年度は12/27～1/1）
　　　　　　　  ※年始 1/2～1/3は休まず開館予定。
ホール休館日：毎週月曜日（休日の場合はその直後の平日）・年末年始
博物館入館料：常設展 一　般410（330）高大生210（150）
　　　　　　　　　　　 小中生110（60） ※( )は20名以上の団体料金
　　　　　　　  ※特別展・企画展は別途
　　　　　　　  ※常設・企画一体型の期間は料金が異なります。

■発行／米沢市上杉博物館 置賜文化ホール　■編集／公益財団法人 米沢上杉文化振興財団　■発行日／令和5年3月　　■印刷／有限会社富士印刷
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国宝「上杉本洛中洛外図屏風」 ◆利用案内◆ ※休館日等は管理の都合上変更する場合が
　ありますので詳細はお問合せ下さい。

展覧会 教育普及事業 ホール
CALENDAR 2023.4月－9月 ＊3月現在の予定ですので、変更になることがあります。

伝国の杜 検索
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国宝「上杉本洛中洛外図屏風」原本展示
4月22日（土）～5月21日（日）
常設展示室内上杉文華館にて



博物館からのお知らせ　▼ ▼　博物館からのお知らせ

◆主な出品資料

料   金　一般700円(560円)　　高大生300円(240円)
　　　   小中生  無料　　　※（ ）は20名以上の団体料金
※常設展示室と一体型。この料金で全てご覧いただけます。　　◆講演会「豊臣期上杉家と京都・伏見・大坂」

　日時：5月20日(土) 14：00～16：00
　講師：片桐 昭彦  氏 (新潟大学 人文学部 准教授)　
　会場：伝国の杜２階大会議室
　定員先着120名、4月25日(火)9時～受付開始
◆ギャラリートーク（担当学芸員による展示解説）
 〔前期展示解説〕4月22日(土) 、5月13日(土) 
 〔後期展示解説〕5月27日(土) 、6月24日(土) 
　いずれも14：00～、企画展示室にて、要入館料

【前期】 重要文化財「越後文書宝翰集」（慶長5年）6月10日 上杉景勝書状
（新潟県立歴史博物館）

 重要文化財「留守家文書」（慶長5年）9月日晦日 伊達政宗書状（奥州市）
 重要文化財  太刀 銘一 号姫鶴一文字  附 黒漆合口打刀拵（当館）
 長野県宝「真田家文書」（慶長5年）8月25日 上杉景勝書状（真田宝物館）
 山形県指定文化財  浅葱糸威黒皺韋包板物二枚胴具足（宮坂考古館）
 秋田実季・最上義光対決之次第（三春町歴史民俗資料館）　ほか
【後期】 国宝「島津家文書」（慶長4年）4月1日 豊臣氏五大老連署状

（東京大学史料編纂所）
 秋田市指定文化財 人色皮包仏胴黒糸威具足（秋田市立佐竹史料館）
 新庄市指定文化財 慶長5年 8月20日 最上義光起請文

（新庄ふるさと歴史センター）
 「秋田家史料」 （慶長5年）10月8日 最上義光書状（東北大学附属図書館）
 長谷堂合戦図屏風（複製）（最上義光歴史館）
 直江状写（当館）　ほか

　慶長 5 年（1600）９月１５日に起こった関ヶ原合戦
は、日本史上の大きな転換点の一つとなりました。
その発端は豊臣政権内での権力強化を目指す徳
川家康と、それに反抗した上杉景勝の対立でした。
本展では、二人の衝突に至る過程、そして会津に
あって奥羽に大きな影響を与えた上杉氏の活動、
長谷堂合戦に留まらない奥羽での抗争の広がりと
実態などについて紹介します。景勝と対立した最上
義光や伊達政宗ら、奥羽の領主の視点も交えてい
きます。そして、この抗争の結果、景勝は米沢３０万
石に転封され、明治４年（1871）の廃藩置県まで上
杉氏が米沢を城下町とした領主として存続していき
ました。上杉氏と米沢の強い結びつきもまた関ヶ原
合戦の結果でした。

※休館日：5月24日（水）
5月5日(金祝）こどもの日 高校生以下入館無料!
5月18日(木）国際博物館の日 どなたでも常設展入館無料!

料　金　一般490円(390円)  高大生340円(270円)  小中生240円(190円)  ※(  ) は 20 名以上の団体
特別協力　東京国立近代美術館　
助　成　　　　　　　　　　　　  ・公益財団法人朝日新聞文化財団

今泉篤男 (1950 年代 )

美術評論を始めた頃

　今泉篤男（1902 ～ 1984 米沢市出身）は、戦前から評論活動をスター
トし、海外を含めた美術から工芸までと幅広い分野を対象とした美術評
論家です。一方で、東京国立近代美術館初代次長、京都国立近代美
術館初代館長を務めた美術館人でもありました。国立美術館の仕事の
ほか、資生堂ギャラリーをはじめとする多くの美術館運営に関わり、評
論家としては 1950 年代に日本の「近代絵画」をめぐる問題提起が「今
泉旋風」を巻き起こすなど、今日でも美術界全体に今泉の足跡を見る
ことが出来ます。
　本展では、今泉篤男の多彩な仕事をゆかりの作家の作品を今泉の言
葉と共に紹介します。 ◆主な出品作品

・ルノワール「赤いブラウスを着た花帽子の女」
　　　　　　　（吉野石膏美術振興財団・山形美術館寄託）
・梅原龍三郎「桜島（青）」（東京国立近代美術館）
・岡 鹿之助「鐘楼」（資生堂アートハウス）
・熊谷守一「兎」（天童市美術館）
・浜田庄司「青釉押紋十字掛角皿」（日本民藝館）
・小松 均「最上川源流図」（山形美術館）　　ほか

◆講演会「今泉篤男先生と父・福王寺法林の思い出（仮）」
　講 師：福王寺一彦氏（日本芸術院会員・日本美術院同人）
　日 時：7月15日（土）14：00 ～　（2階大会議室）
◆ギャラリートーク（担当学芸員による展示解説）
　7月8日（土）14：00 ～、企画展示室にて、要入館料

いま   いずみ   あつ      お

企画展　　今泉篤男と美術 会期  7月8日（土）～8月20日（日）
休館日：7月２6日（水）

【後期】 上杉景勝所用 唐冠形兜
（宮坂考古館）

【前期】  山形市指定文化財 最上義光所用 
三十八間総覆輪筋兜（最上義光歴史館）

常設展示室 上杉文華館
　上杉文華館では、国宝「上杉家文書」を毎月入れ替えながら常時展示しています。上杉家文書は、江戸時代以降に行われ
た文書の管理や歴史編纂を通じて、中世以来の上杉家の由緒や権威、特定の当主の事績を示す文書が収集・選別され、現
在の 2,000 点余の構成になったと考えられます。別に上杉文書と呼ばれる藩政文書を中心とした一万点弱の史料群があり、
米沢市では文化庁の補助を受け調査に取り組んで
います。その中核は文書管理や歴史編纂を担った、
江戸時代の御記録方や、近代の上杉家記録編纂所
総裁・伊佐早謙の関連文書です。
　今年度は上杉文書調査事業の成果を活用して２つ
の史料群を紐解きながら、江戸時代から近代にかけ
ての文書管理の方法や変遷、歴史編纂の取り組みと
藩政の展開をご紹介します。

＜スケジュール＞　　　　　※内容は変更になる場合があります。
①3月28日（火）～4月25日（火）「謙信関連文書の収集」 CT：4/２ （日）
②4月26日（水）～5月23日（火）「景勝をめぐる記録の編纂」 CT：5/14 （日）
③5月25日（木）～6月27日（火）「定勝と軍事の先例」 CT：6/４ （日） 
④6月29日（木）～7月25日（火）「綱勝から綱憲へ」 CT：7/２ （日）
⑤7月27日（木）～8月22日（火）「吉憲～宗房と年譜編纂」 CT：8/6 （日）
⑥8月24日（木）～9月26日（火）「重定と先例」 CT：8/27 （日）
　コレクショントーク（CT）は各回14時～、要常設展入館料

モールの展示作品 ＊展示作品は都合により変更になる場合があります。Uesugi Museum Art Collection

■７月27日（木）～９月26日（火）
　福王寺法林「ヒマラヤの月」2004年　 

■５月25日（木）～７月25日（火）
　福王寺一彦「月映る頃」2000年

■3月28日（火）～５月23日（火）
　遠藤桑珠「白い日」2000年

総合案内前では、当館コレクションから郷土作家を中心に作品を入れ替えながら展示しています。
ご来館の際はぜひ足を止めてご覧ください。

常設作品
桜井祐一「腰かけた女」

１９８０年

◆主な出品予定資料

お得！

料   金　一般 700円(560円)　　高大生 450円(360円)
　　　   小中生 300円(240円)　※（ ）は20名以上の団体料金
※常設展示室と一体型。この料金で全てご覧いただけます。　　

【通期】国宝「上杉家文書」 徳川綱吉領知宛行状（当館）
　　　国宝「上杉家文書」 徳川綱吉領知目録（当館）
　　　「出羽一国御絵図」（上杉文書・当館）　ほか
【前期】重要文化財  天保郷帳（国立公文書館）
　　　「柳営日次記」（国立公文書館）
　　　板谷李平山境検分絵図（岩瀬家文書・市立米沢図書館）ほか
【後期】岩瀬小右衛門書状（岩瀬家文書・市立米沢図書館）
　　　御国絵図下図（上杉文書・当館）　ほか

               前期  9月2日（土）～10月1日（日）　
               後期 10月7日（土）～11月5日（日）
　　　　　

　江戸幕府は、諸藩に数度にわたって一国ごとに絵図と
土地台帳（郷帳）の作成を命じ、それらの提出を求めまし
た。この政策は江戸幕府による空間的把握を目指したも
のと評価されています。
　また、江戸幕府は諸大名の領知支配を認める領知宛
行状をも度々発給しており、将軍を頂点とする全国支配
を明示し続けてきたことも注目されます。
　本展では、米沢藩領を描いた「国絵図」に注目し、江戸
幕府と大名双方から領知を治める意義について追究し、
米沢藩上杉家の領知が形作られる過程を紹介します。

特別展  上杉氏と国絵図の世界（仮）

休館日：９月２７日（水）、１０月２５日（水）

◆ギャラリートーク （担当学芸員による展示解説）
〔前期展示解説〕9月2日(土)、9月16日(土)
〔後期展示解説〕10月7日(土)、10月21日(土)
　いずれも14：00～、企画展示室にて、要入館料

◆講演会　開催予定

年間テーマ ：上杉家歴代の文書管理と歴史編纂 

く  に      え       ず

【後期】 元禄国絵図控（上杉文書・当館）

【前期】松宮観山「分度余術」
（内閣文庫・国立公文書館）

【通期】
「御絵図土用干日割帳」
（岩瀬家文書・
  市立米沢図書館）

【通期】
徳川家綱領知宛行状
（国宝「上杉家文書」・
  当館）

お得！
前期4月22日（土）～5月21日（日）
後期5月27日（土）～6月25日（日）特 別 展

没後四〇〇年記念上杉景勝と関ヶ原合戦

聴講
無料
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博物館からのお知らせ　▼ ▼　博物館からのお知らせ

◆主な出品資料

料   金　一般700円(560円)　　高大生300円(240円)
　　　   小中生  無料　　　※（ ）は20名以上の団体料金
※常設展示室と一体型。この料金で全てご覧いただけます。　　◆講演会「豊臣期上杉家と京都・伏見・大坂」

　日時：5月20日(土) 14：00～16：00
　講師：片桐 昭彦  氏 (新潟大学 人文学部 准教授)　
　会場：伝国の杜２階大会議室
　定員先着120名、4月25日(火)9時～受付開始
◆ギャラリートーク（担当学芸員による展示解説）
 〔前期展示解説〕4月22日(土) 、5月13日(土) 
 〔後期展示解説〕5月27日(土) 、6月24日(土) 
　いずれも14：00～、企画展示室にて、要入館料

【前期】 重要文化財「越後文書宝翰集」（慶長5年）6月10日 上杉景勝書状
（新潟県立歴史博物館）

 重要文化財「留守家文書」（慶長5年）9月日晦日 伊達政宗書状（奥州市）
 重要文化財  太刀 銘一 号姫鶴一文字  附 黒漆合口打刀拵（当館）
 長野県宝「真田家文書」（慶長5年）8月25日 上杉景勝書状（真田宝物館）
 山形県指定文化財  浅葱糸威黒皺韋包板物二枚胴具足（宮坂考古館）
 秋田実季・最上義光対決之次第（三春町歴史民俗資料館）　ほか
【後期】 国宝「島津家文書」（慶長4年）4月1日 豊臣氏五大老連署状

（東京大学史料編纂所）
 秋田市指定文化財 人色皮包仏胴黒糸威具足（秋田市立佐竹史料館）
 新庄市指定文化財 慶長5年 8月20日 最上義光起請文

（新庄ふるさと歴史センター）
 「秋田家史料」 （慶長5年）10月8日 最上義光書状（東北大学附属図書館）
 長谷堂合戦図屏風（複製）（最上義光歴史館）
 直江状写（当館）　ほか

　慶長 5 年（1600）９月１５日に起こった関ヶ原合戦
は、日本史上の大きな転換点の一つとなりました。
その発端は豊臣政権内での権力強化を目指す徳
川家康と、それに反抗した上杉景勝の対立でした。
本展では、二人の衝突に至る過程、そして会津に
あって奥羽に大きな影響を与えた上杉氏の活動、
長谷堂合戦に留まらない奥羽での抗争の広がりと
実態などについて紹介します。景勝と対立した最上
義光や伊達政宗ら、奥羽の領主の視点も交えてい
きます。そして、この抗争の結果、景勝は米沢３０万
石に転封され、明治４年（1871）の廃藩置県まで上
杉氏が米沢を城下町とした領主として存続していき
ました。上杉氏と米沢の強い結びつきもまた関ヶ原
合戦の結果でした。

※休館日：5月24日（水）
5月5日(金祝）こどもの日 高校生以下入館無料!
5月18日(木）国際博物館の日 どなたでも常設展入館無料!

料　金　一般490円(390円)  高大生340円(270円)  小中生240円(190円)  ※(  ) は 20 名以上の団体
特別協力　東京国立近代美術館　
助　成　　　　　　　　　　　　  ・公益財団法人朝日新聞文化財団

今泉篤男 (1950 年代 )

美術評論を始めた頃

　今泉篤男（1902 ～ 1984 米沢市出身）は、戦前から評論活動をスター
トし、海外を含めた美術から工芸までと幅広い分野を対象とした美術評
論家です。一方で、東京国立近代美術館初代次長、京都国立近代美
術館初代館長を務めた美術館人でもありました。国立美術館の仕事の
ほか、資生堂ギャラリーをはじめとする多くの美術館運営に関わり、評
論家としては 1950 年代に日本の「近代絵画」をめぐる問題提起が「今
泉旋風」を巻き起こすなど、今日でも美術界全体に今泉の足跡を見る
ことが出来ます。
　本展では、今泉篤男の多彩な仕事をゆかりの作家の作品を今泉の言
葉と共に紹介します。 ◆主な出品作品

・ルノワール「赤いブラウスを着た花帽子の女」
　　　　　　　（吉野石膏美術振興財団・山形美術館寄託）
・梅原龍三郎「桜島（青）」（東京国立近代美術館）
・岡 鹿之助「鐘楼」（資生堂アートハウス）
・熊谷守一「兎」（天童市美術館）
・浜田庄司「青釉押紋十字掛角皿」（日本民藝館）
・小松 均「最上川源流図」（山形美術館）　　ほか

◆講演会「今泉篤男先生と父・福王寺法林の思い出（仮）」
　講 師：福王寺一彦氏（日本芸術院会員・日本美術院同人）
　日 時：7月15日（土）14：00 ～　（2階大会議室）
◆ギャラリートーク（担当学芸員による展示解説）
　7月8日（土）14：00 ～、企画展示室にて、要入館料

いま   いずみ   あつ      お

企画展　　今泉篤男と美術 会期  7月8日（土）～8月20日（日）
休館日：7月２6日（水）

【後期】 上杉景勝所用 唐冠形兜
（宮坂考古館）

【前期】  山形市指定文化財 最上義光所用 
三十八間総覆輪筋兜（最上義光歴史館）

常設展示室 上杉文華館
　上杉文華館では、国宝「上杉家文書」を毎月入れ替えながら常時展示しています。上杉家文書は、江戸時代以降に行われ
た文書の管理や歴史編纂を通じて、中世以来の上杉家の由緒や権威、特定の当主の事績を示す文書が収集・選別され、現
在の 2,000 点余の構成になったと考えられます。別に上杉文書と呼ばれる藩政文書を中心とした一万点弱の史料群があり、
米沢市では文化庁の補助を受け調査に取り組んで
います。その中核は文書管理や歴史編纂を担った、
江戸時代の御記録方や、近代の上杉家記録編纂所
総裁・伊佐早謙の関連文書です。
　今年度は上杉文書調査事業の成果を活用して２つ
の史料群を紐解きながら、江戸時代から近代にかけ
ての文書管理の方法や変遷、歴史編纂の取り組みと
藩政の展開をご紹介します。

＜スケジュール＞　　　　　※内容は変更になる場合があります。
①3月28日（火）～4月25日（火）「謙信関連文書の収集」 CT：4/２ （日）
②4月26日（水）～5月23日（火）「景勝をめぐる記録の編纂」 CT：5/14 （日）
③5月25日（木）～6月27日（火）「定勝と軍事の先例」 CT：6/４ （日） 
④6月29日（木）～7月25日（火）「綱勝から綱憲へ」 CT：7/２ （日）
⑤7月27日（木）～8月22日（火）「吉憲～宗房と年譜編纂」 CT：8/6 （日）
⑥8月24日（木）～9月26日（火）「重定と先例」 CT：8/27 （日）
　コレクショントーク（CT）は各回14時～、要常設展入館料

モールの展示作品 ＊展示作品は都合により変更になる場合があります。Uesugi Museum Art Collection

■７月27日（木）～９月26日（火）
　福王寺法林「ヒマラヤの月」2004年　 

■５月25日（木）～７月25日（火）
　福王寺一彦「月映る頃」2000年

■3月28日（火）～５月23日（火）
　遠藤桑珠「白い日」2000年

総合案内前では、当館コレクションから郷土作家を中心に作品を入れ替えながら展示しています。
ご来館の際はぜひ足を止めてご覧ください。

常設作品
桜井祐一「腰かけた女」

１９８０年

◆主な出品予定資料

お得！

料   金　一般 700円(560円)　　高大生 450円(360円)
　　　   小中生 300円(240円)　※（ ）は20名以上の団体料金
※常設展示室と一体型。この料金で全てご覧いただけます。　　

【通期】国宝「上杉家文書」 徳川綱吉領知宛行状（当館）
　　　国宝「上杉家文書」 徳川綱吉領知目録（当館）
　　　「出羽一国御絵図」（上杉文書・当館）　ほか
【前期】重要文化財  天保郷帳（国立公文書館）
　　　「柳営日次記」（国立公文書館）
　　　板谷李平山境検分絵図（岩瀬家文書・市立米沢図書館）ほか
【後期】岩瀬小右衛門書状（岩瀬家文書・市立米沢図書館）
　　　御国絵図下図（上杉文書・当館）　ほか

               前期  9月2日（土）～10月1日（日）　
               後期 10月7日（土）～11月5日（日）
　　　　　

　江戸幕府は、諸藩に数度にわたって一国ごとに絵図と
土地台帳（郷帳）の作成を命じ、それらの提出を求めまし
た。この政策は江戸幕府による空間的把握を目指したも
のと評価されています。
　また、江戸幕府は諸大名の領知支配を認める領知宛
行状をも度々発給しており、将軍を頂点とする全国支配
を明示し続けてきたことも注目されます。
　本展では、米沢藩領を描いた「国絵図」に注目し、江戸
幕府と大名双方から領知を治める意義について追究し、
米沢藩上杉家の領知が形作られる過程を紹介します。

特別展  上杉氏と国絵図の世界（仮）

休館日：９月２７日（水）、１０月２５日（水）

◆ギャラリートーク （担当学芸員による展示解説）
〔前期展示解説〕9月2日(土)、9月16日(土)
〔後期展示解説〕10月7日(土)、10月21日(土)
　いずれも14：00～、企画展示室にて、要入館料

◆講演会　開催予定

年間テーマ ：上杉家歴代の文書管理と歴史編纂 

く  に      え       ず

【後期】 元禄国絵図控（上杉文書・当館）

【前期】松宮観山「分度余術」
（内閣文庫・国立公文書館）

【通期】
「御絵図土用干日割帳」
（岩瀬家文書・
  市立米沢図書館）

【通期】
徳川家綱領知宛行状
（国宝「上杉家文書」・
  当館）

お得！
前期4月22日（土）～5月21日（日）
後期5月27日（土）～6月25日（日）特 別 展

没後四〇〇年記念上杉景勝と関ヶ原合戦

聴講
無料
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上杉景勝朱印状 （2021年度新収蔵品）　　　　　

学芸ノートから

　天正６年（１５７８）に起きた上杉景勝と上杉景虎が、上杉家の当主の座をめぐって争った御館
の乱に関係する史料です。景勝側で戦功をあげた水無瀬甚介に対して、恩賞として敵方の所領
を与えたことが記されています。
　御館の乱において、景勝発給による同内容の感状は３３通が知られていますが、そのほとん
どが江戸時代に作成された『景勝公御書』等の写しで残されたものでした。本史料もこれまでは
写しでその存在が知られていましたが、今回の寄贈を受けて、この原本の存在が確認されまし
た。また、本史料とは別に、小黒義次に宛てた同内容の原本が最近になって当館へ寄贈されま
した。これにより、御館の乱時の感状の原文書は合わせて６通を数えることとなりました。
　景勝の署名の下に捺された朱印は、重要文化財「長尾上杉氏印章」（個人蔵）のうち「上突部
鍵型朱円印（摩利支天、月天子、勝軍地蔵）」に該当し、上杉謙信・景勝が使用した印章です。
　今年は、上杉景勝没後４００年の節目の年にあたります。当館では、特別展「上杉景勝と関ヶ原合戦」を開催します（詳細は２ページ参照）。
本展覧会を通して、米沢と上杉家の歴史を振り返る機会となれば幸いです。

うえすぎかげかつしゅいんじょう

おぐろよしつぐ

み  な  せじんすけ

かげとら

ながおうえすぎしいんしょう じょうとつぶ

ま  り  し てん

お たて

がってんし しょうぐんじぞうかぎがたしゅえんいん

天正６年（1578）9月１日     26.0×42.4ｃｍ

●要事前申込　※参加費：各500円

出前授業、学校連携の事例などはホームページに
掲載しています。お気軽にご相談ください。　
お問合せ 0238-26-8001(教育普及担当）
E-mail：welcome@denkoku-no-mori.yonezawa.yamagata.jp

・申し込み不要（入室定員15名）※団体は要事前予約。
・手指消毒にご協力ください。
・休館日は年間カレンダー、HPでご確認ください。

こども学芸員の育成
チルドレンキュレーターズ19ｔｈ

教育普及事業 Hands & Heart　～手とこころでかんじよう～

～4/26　　　
キコキコスクラッチ

5/26～6/21
紙粘土で夏の和菓子

７/28～8/22　
マーブリングに挑戦

8/25～9/26
折ってぽたぽた紙のおりぞめ

　

6/23～7/25
切り絵のステンドグラス

あたたかい方言の語りで
昔語りを聞いてみませんか？

7月23日(日)　
①10:30～②13:00～

PS

むかしむかしをきこう

MWS

WS

●申込不要・参加無料

体験学習室北側ピロティ
（荒天時体験学習室）

★今年度の新規メンバーの募集はありません。

語り：米沢とんと昔の会

4/28～5/23
ホログラムシートで宇宙をつくろう

R5年度テーマ
資料の整理と保存
～モノとコトを
整理するⅣ～」

資料の情報を入力中

こども学芸員の活動は今年で
19年目を迎えます。
現在5名が博物館の資料整理
を中心にバックヤードでコツ
コツ作業を継続しています。
彼らの地道な作業は当館の
「文化財総合データベース」に
も反映されています。

5月28日(日)10:00～11:30

色とあそぼう

定員 未就学児10名
4/26(水)～受付

造形
あそび

大画面に絵
の具をたら
して遊んで
みよう。

6月11日(日)13:30～16:00

初夏の
カラーハンティング

定員 小学生以上15名
5/10(水)～受付

発見

色をつかま
えて季節の
カラーチャー
トづくり。

7月22日(土)13:30～15:30
定員 小学生以上15名
6/21(水)～受付

染色

藍染めに挑
戦してみま
す。

７月28日(金)19:00～20:30

ナイトツアー
「今泉篤男と美術」を見る

定員 どなたでも20名
(中学生以下は保護者同伴）

６/28(水)～受付

鑑賞

夜の博物館
で企画展を
じっくり鑑
賞します。

6月25日(日)13:30～15:30

墨染の美
～不思議な墨の世界

定員 小学生以上15名
5/24(水)～受付

制作

美しく楽し
い墨の世界
へご案内し
ます。

7月30日(日)13:00～15:30

ぶんかつアウトリーチ
松林図屏風をつくろう

東京国立博物館

小学生親子10組20名 参加無料 
6/28(水)～受付

鑑賞

長谷川等伯の
国宝「松林図
屏風」の高精
細複製を鑑賞
し、自分だけの
屏風づくり。

植物で布を
そめよう

8月6日(日)13:30～16:30
定員 小学生以上15名
7/5(水)～受付

染色

紅花を見て
知って染め
てみましょ
う。

常設展・企画展が会員
期間中何度でも無料

（同伴者1名は団体割引）

ホール自主事業の
先行予約・料金割引
（1事業4枚まで）

伝国の杜だより・会報、
チラシ等の送付
（年7回程度）

紅花でそめる
講師：新田克比古氏・翠氏
花の色の不思議と歴史

講師：小島有紀子氏

市民ギャラリー自主事業
◆読書通帳のご案内

いずれも入場無料です。

活動報告
　コロナ禍で広報物の発送や掲示、図書整理など、活動を限
定していましたが、昨年後半から徐々に活動分野を広げまし

た。置賜文化ホール自主事業では、レセ
プショニストがもぎりや客席のドア係な
どを務めていただき、お客様がコンサー
トを楽しめるようサポートをしていただ
きました。

市立米沢図書館・よねざわ市民ギャラリーからのおしらせ
米沢市中央1丁目10-6　TEL 図書館：0238-26-3010/ギャラリー：0238-22-6400

※コロナ感染拡大状況に応じて変更になる場合もあります。

「福王寺一彦 高野山金剛峯寺襖絵第1回奉納記念展―いのりのとき―」
◆4月15日（土）～4月28日（金）

「植物学者  清水大典展ー冬虫夏草と山をめぐる冒険ー」
◆８月11日（金祝）～９月3日（日）

「木地の力 栗林一雪の創作こけし」
上杉博物館アートコレクション

◆オープンギャラリー 
4月28日（金）～7月26日（水）

「アートするこころ 後藤克芳のN.Y.」
上杉博物館アートコレクション
7月28日（金）～10月25日（水）

4月1日～翌年の3月31日まで　

伝国の杜ファンクラブ
令和５年度の入会は《春》がお得!

ほかにも特典いろいろ

　年２回程度、伝国の杜
ファンクラブ会員限定の
事業を通して会員間や職
員等と交流しています。博

物
館
フリ

ーパ
ス

イ
ベ

ント

よ
い
席
お得

に

情
報
お
とど

け

伝国の杜の事業の根元を支える
ボランティアです。
現在、広報物の発送やホールの
レセプショニストなど、6つの分野
で登録受付しています。

新年度伝国の杜
サポーターを
募集しています！

　米沢では、四季折 の々祭りが
開催されます。2023年2月11日、
12日には「第46回上杉雪灯篭ま
つり」が開催されました。職員によ
る雪灯篭製作は、ベテラン職員と
新人職員が協力し合い、3年ぶり
と思えない傑作が完成しました。
　米沢で、雪灯篭まつり以外に
も、四季のお祭りが開催されま
す。お祭りついでにぜひ伝国の
杜にもお立ち寄りいただけますと
幸いです。

　特別展「上杉景勝と関ケ原合戦」に合わせ
て、新たに「直江状写」の長さを活かしたマスキ
ングテープを現在開発中。書状が印刷されたマ
スキングテープは珍しく、「直江状写」全体を楽
める、ファンにはたまらない一品です！また、特
別展公式図録も販売予定です。この春、ご来館
の際はミュージアムショップを覗いてみてはい
かかでしょうか。当館SNSでも情報を随時更新
していくので、ぜひチェックしてください！

新商品！ 春の特別展関連商品

直江状写　
マスキングテープ660円（税込）

　借りた本の名前を銀行の通
帳のように記録する「読書通
帳」を、置賜地域の高校生まで
の皆さんと、市内の高校に通学
する生徒を対象に無償で配布
しています。
　自分の読書
記録として作
成しませんか。

５月8日(月)から伝国の杜で予約を受付しま
す。当日は、予約のある方が優先となります。

　和室で抹茶と菓子でお客様をお
もしてなしする「茶道」を、より身近に
感じられるよう茶道教授者が丁寧に
解説してくれます。
　お子様連れの方も、初心者の方
も、気軽に体験してみてください。

　米沢市上杉博物館の特別展「上
杉氏と国絵図の世界」（仮）にあわ
せ、国絵図などの複製（印刷物）を触
る、またはじっくりと細部まで閲覧で
きる形で展示します。

協力：米沢茶道連合会

第３１回市民茶会
自主事業

一般会員2,500円/学生会員1,000円/ジュニア会員500円年 会 費
会員期間

ファンクラブ担当
問合せ：0238-26-8000

会員特典 会員証をご提示ください。

ミュージアムショップ 3年ぶりに雪灯篭を製作

伝国の杜サポーター

雪灯篭製作の様子

・上杉博物館 募集制ワークショップに1回無料で参加
・ミュージアムショップ 展覧会図録・オリジナル商品10％割引（一部商品のぞく）
・ミュージアムカフェ「Culture」全メニュー10％割引(同伴者3名まで)
・提携施設での割引（上杉城史苑カフェ「ル・シエル」、上杉伯爵邸「和庭」）

いちはやく情報を
学ぶ

楽しむ
お得に

たくさん
知る

何度も

深く

気軽に

令和４年度事業
特別展「上杉家伝来写真」
をもっと深める特別講座

令和元年度事業
デジタルマップと楽しむ
まちあるき

座の文化伝承館

６月１８日（日）１０時開始

触って楽しむ　
国絵図の世界（仮題）

展示事業

９月１３日（水）～９月２５日（月）
休館日：９月１９日（火）

入場
無料

襖絵のお披露目と、ARTS MEET OKITAMA 若手アーティスト奨励賞受
賞作家や米沢市芸術文化協会会員など現在活躍中作家の作品展です。

伝国の杜通信　▼

※画像はイメージです

博物館からのお知らせ　▼

米沢市丸の内1-3-48　TEL 0238-23-8009
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上杉景勝朱印状 （2021年度新収蔵品）　　　　　

学芸ノートから

　天正６年（１５７８）に起きた上杉景勝と上杉景虎が、上杉家の当主の座をめぐって争った御館
の乱に関係する史料です。景勝側で戦功をあげた水無瀬甚介に対して、恩賞として敵方の所領
を与えたことが記されています。
　御館の乱において、景勝発給による同内容の感状は３３通が知られていますが、そのほとん
どが江戸時代に作成された『景勝公御書』等の写しで残されたものでした。本史料もこれまでは
写しでその存在が知られていましたが、今回の寄贈を受けて、この原本の存在が確認されまし
た。また、本史料とは別に、小黒義次に宛てた同内容の原本が最近になって当館へ寄贈されま
した。これにより、御館の乱時の感状の原文書は合わせて６通を数えることとなりました。
　景勝の署名の下に捺された朱印は、重要文化財「長尾上杉氏印章」（個人蔵）のうち「上突部
鍵型朱円印（摩利支天、月天子、勝軍地蔵）」に該当し、上杉謙信・景勝が使用した印章です。
　今年は、上杉景勝没後４００年の節目の年にあたります。当館では、特別展「上杉景勝と関ヶ原合戦」を開催します（詳細は２ページ参照）。
本展覧会を通して、米沢と上杉家の歴史を振り返る機会となれば幸いです。

うえすぎかげかつしゅいんじょう

おぐろよしつぐ

み  な  せじんすけ

かげとら

ながおうえすぎしいんしょう じょうとつぶ

ま  り  し てん

お たて

がってんし しょうぐんじぞうかぎがたしゅえんいん

天正６年（1578）9月１日     26.0×42.4ｃｍ

●要事前申込　※参加費：各500円

出前授業、学校連携の事例などはホームページに
掲載しています。お気軽にご相談ください。　
お問合せ 0238-26-8001(教育普及担当）
E-mail：welcome@denkoku-no-mori.yonezawa.yamagata.jp

・申し込み不要（入室定員15名）※団体は要事前予約。
・手指消毒にご協力ください。
・休館日は年間カレンダー、HPでご確認ください。

こども学芸員の育成
チルドレンキュレーターズ19ｔｈ

教育普及事業 Hands & Heart　～手とこころでかんじよう～

～4/26　　　
キコキコスクラッチ

5/26～6/21
紙粘土で夏の和菓子

７/28～8/22　
マーブリングに挑戦

8/25～9/26
折ってぽたぽた紙のおりぞめ

　

6/23～7/25
切り絵のステンドグラス

あたたかい方言の語りで
昔語りを聞いてみませんか？

7月23日(日)　
①10:30～②13:00～

PS

むかしむかしをきこう

MWS

WS

●申込不要・参加無料

体験学習室北側ピロティ
（荒天時体験学習室）

★今年度の新規メンバーの募集はありません。

語り：米沢とんと昔の会

4/28～5/23
ホログラムシートで宇宙をつくろう

R5年度テーマ
資料の整理と保存
～モノとコトを
整理するⅣ～」

資料の情報を入力中

こども学芸員の活動は今年で
19年目を迎えます。
現在5名が博物館の資料整理
を中心にバックヤードでコツ
コツ作業を継続しています。
彼らの地道な作業は当館の
「文化財総合データベース」に
も反映されています。

5月28日(日)10:00～11:30

色とあそぼう

定員 未就学児10名
4/26(水)～受付

造形
あそび

大画面に絵
の具をたら
して遊んで
みよう。

6月11日(日)13:30～16:00

初夏の
カラーハンティング

定員 小学生以上15名
5/10(水)～受付

発見

色をつかま
えて季節の
カラーチャー
トづくり。

7月22日(土)13:30～15:30
定員 小学生以上15名
6/21(水)～受付

染色

藍染めに挑
戦してみま
す。

７月28日(金)19:00～20:30

ナイトツアー
「今泉篤男と美術」を見る

定員 どなたでも20名
(中学生以下は保護者同伴）

６/28(水)～受付

鑑賞

夜の博物館
で企画展を
じっくり鑑
賞します。

6月25日(日)13:30～15:30

墨染の美
～不思議な墨の世界

定員 小学生以上15名
5/24(水)～受付

制作

美しく楽し
い墨の世界
へご案内し
ます。

7月30日(日)13:00～15:30

ぶんかつアウトリーチ
松林図屏風をつくろう

東京国立博物館

小学生親子10組20名 参加無料 
6/28(水)～受付

鑑賞

長谷川等伯の
国宝「松林図
屏風」の高精
細複製を鑑賞
し、自分だけの
屏風づくり。

植物で布を
そめよう

8月6日(日)13:30～16:30
定員 小学生以上15名
7/5(水)～受付

染色

紅花を見て
知って染め
てみましょ
う。

常設展・企画展が会員
期間中何度でも無料

（同伴者1名は団体割引）

ホール自主事業の
先行予約・料金割引
（1事業4枚まで）

伝国の杜だより・会報、
チラシ等の送付
（年7回程度）

紅花でそめる
講師：新田克比古氏・翠氏
花の色の不思議と歴史

講師：小島有紀子氏

市民ギャラリー自主事業
◆読書通帳のご案内

いずれも入場無料です。

活動報告
　コロナ禍で広報物の発送や掲示、図書整理など、活動を限
定していましたが、昨年後半から徐々に活動分野を広げまし

た。置賜文化ホール自主事業では、レセ
プショニストがもぎりや客席のドア係な
どを務めていただき、お客様がコンサー
トを楽しめるようサポートをしていただ
きました。

市立米沢図書館・よねざわ市民ギャラリーからのおしらせ
米沢市中央1丁目10-6　TEL 図書館：0238-26-3010/ギャラリー：0238-22-6400

※コロナ感染拡大状況に応じて変更になる場合もあります。

「福王寺一彦 高野山金剛峯寺襖絵第1回奉納記念展―いのりのとき―」
◆4月15日（土）～4月28日（金）

「植物学者  清水大典展ー冬虫夏草と山をめぐる冒険ー」
◆８月11日（金祝）～９月3日（日）

「木地の力 栗林一雪の創作こけし」
上杉博物館アートコレクション

◆オープンギャラリー 
4月28日（金）～7月26日（水）

「アートするこころ 後藤克芳のN.Y.」
上杉博物館アートコレクション
7月28日（金）～10月25日（水）

4月1日～翌年の3月31日まで　

伝国の杜ファンクラブ
令和５年度の入会は《春》がお得!

ほかにも特典いろいろ

　年２回程度、伝国の杜
ファンクラブ会員限定の
事業を通して会員間や職
員等と交流しています。博

物
館
フリ

ーパ
ス

イ
ベ

ント

よ
い
席
お得

に

情
報
お
とど

け

伝国の杜の事業の根元を支える
ボランティアです。
現在、広報物の発送やホールの
レセプショニストなど、6つの分野
で登録受付しています。

新年度伝国の杜
サポーターを
募集しています！

　米沢では、四季折 の々祭りが
開催されます。2023年2月11日、
12日には「第46回上杉雪灯篭ま
つり」が開催されました。職員によ
る雪灯篭製作は、ベテラン職員と
新人職員が協力し合い、3年ぶり
と思えない傑作が完成しました。
　米沢で、雪灯篭まつり以外に
も、四季のお祭りが開催されま
す。お祭りついでにぜひ伝国の
杜にもお立ち寄りいただけますと
幸いです。

　特別展「上杉景勝と関ケ原合戦」に合わせ
て、新たに「直江状写」の長さを活かしたマスキ
ングテープを現在開発中。書状が印刷されたマ
スキングテープは珍しく、「直江状写」全体を楽
める、ファンにはたまらない一品です！また、特
別展公式図録も販売予定です。この春、ご来館
の際はミュージアムショップを覗いてみてはい
かかでしょうか。当館SNSでも情報を随時更新
していくので、ぜひチェックしてください！

新商品！ 春の特別展関連商品

直江状写　
マスキングテープ660円（税込）

　借りた本の名前を銀行の通
帳のように記録する「読書通
帳」を、置賜地域の高校生まで
の皆さんと、市内の高校に通学
する生徒を対象に無償で配布
しています。
　自分の読書
記録として作
成しませんか。

５月8日(月)から伝国の杜で予約を受付しま
す。当日は、予約のある方が優先となります。

　和室で抹茶と菓子でお客様をお
もしてなしする「茶道」を、より身近に
感じられるよう茶道教授者が丁寧に
解説してくれます。
　お子様連れの方も、初心者の方
も、気軽に体験してみてください。

　米沢市上杉博物館の特別展「上
杉氏と国絵図の世界」（仮）にあわ
せ、国絵図などの複製（印刷物）を触
る、またはじっくりと細部まで閲覧で
きる形で展示します。

協力：米沢茶道連合会

第３１回市民茶会
自主事業

一般会員2,500円/学生会員1,000円/ジュニア会員500円年 会 費
会員期間

ファンクラブ担当
問合せ：0238-26-8000

会員特典 会員証をご提示ください。

ミュージアムショップ 3年ぶりに雪灯篭を製作

伝国の杜サポーター

雪灯篭製作の様子

・上杉博物館 募集制ワークショップに1回無料で参加
・ミュージアムショップ 展覧会図録・オリジナル商品10％割引（一部商品のぞく）
・ミュージアムカフェ「Culture」全メニュー10％割引(同伴者3名まで)
・提携施設での割引（上杉城史苑カフェ「ル・シエル」、上杉伯爵邸「和庭」）

いちはやく情報を
学ぶ

楽しむ
お得に

たくさん
知る

何度も

深く

気軽に

令和４年度事業
特別展「上杉家伝来写真」
をもっと深める特別講座

令和元年度事業
デジタルマップと楽しむ
まちあるき

座の文化伝承館

６月１８日（日）１０時開始

触って楽しむ　
国絵図の世界（仮題）

展示事業

９月１３日（水）～９月２５日（月）
休館日：９月１９日（火）

入場
無料

襖絵のお披露目と、ARTS MEET OKITAMA 若手アーティスト奨励賞受
賞作家や米沢市芸術文化協会会員など現在活躍中作家の作品展です。

伝国の杜通信　▼

※画像はイメージです

博物館からのお知らせ　▼

米沢市丸の内1-3-48　TEL 0238-23-8009
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ミュージカル「いつだって青空～ブルマー先生の夢～」18：30開演6/27（火）
主催：(一社)わらび座 「元気が出る！オーケストラコンサート」吉田正記念オーケストラ

宝くじ文化公演
14：00開演9/30（土）

古楽器アンサンブル「シェイクスピアの春夏秋冬」14：00開演10/28（土）劇場版「まんが日本昔ばなし」おはなしっていいなぁ
にっぽんむかし

15：00開演7/29（土）

置賜文化ホール開催事業ラインナップ

５/ ４
６/27
７/29
９/ ３
９/10
９/30
10/ ８
10/28
１/ ８
３/ ３

４月スタート
５月スタート

語り：藤 田   弓 子（女優）

　『まんが日本昔ばなし』は、1975 年～1994 年までテレビ
アニメとして放送され、市原悦子、常田富士男の語りが独自
の世界観を生み出し、子どものみならず大人にも人気を博し
ました。
　劇場版は、テレビ版の“ほのぼの”としたアニメーションを、
劇団汎マイム工房のパントマイムによる「人間影絵・影アニ
メーション」で再現し、さらに女優・藤田弓子の語りが彩ります。

昔ばなし ３話

一般発売日：5/18(木)　
伝国の杜FC会員先行予約期間：5/10(水)～14(日)

全席指定 一般 3,000円 学生 1,000円 親子券 3,500円
(当日各500円増) ※4歳から大学生まで学生料金で

　入場できます。

　本場・ヨーロッパと日本の両方で活躍を続ける気鋭の古楽器アンサンブルが、5 年ぶりに再登場。今
回は、英国の劇作家 W.シェイクスピアの劇中音楽を、春夏秋冬の移ろいになぞらえ芝居仕立てとした
独創的なアイディアのプログラム。
　人生とは何なのか…？この大きな問いかけに対して、シェイクスピア音楽は、私たちの心に何を残すの
か。英国ブリタニア音楽の父といわれるW. バードが1611年に作曲した伝承曲「What is Life?」（人生
とは何なのか）をはじめ、人間の生涯を音楽で考えます。

レ・タンブル＆
ハルモニア・レニス

▶

劇場でお客様をお待ちしています

あ
な
た
の
頑
張
り
は

誰
か
の
希
望
に
な
る

入場料

発売日 一般発売日：４/20(木)　
伝国の杜FC会員先行予約期間：４/17(月)～19(水)

全席指定 一般 4,000円 学生 2,000円 (当日各500円増)
※未就学児の入場はご遠慮ください。

　スポーツの楽しさを伝えるため、バスケット・肋木・
ダンスなどを海の向こうから運んできた「日本女子体
育の母」井口阿くり。日本のオリンピック参加、女子
選手の参加を夢見るなか、ロシアと開戦が近づき試
練が続く…。笑顔を忘れない阿くり先生の奮闘を描い
た本作を通して、観客の心にもきっと澄み切った青空
が広がります！

パントマイムの影を大きなスクリーンに映写する《人間影絵》

Always Blue Sky

入場料

発売日 一般発売日：７/13(木)　
伝国の杜FC会員先行予約期間：７/５(水)～９(日)

全席指定 一般 2,000円 学生 1,000円 (当日各500円増)
※未就学児の入場はご遠慮ください。

入場料

発売日

「一寸法師」
「へこき嫁さま」
「山伏とたぬき」

入場料

発売日 一般発売日：6/15（木）

全席指定 一般 1,500円 高校生以下 1,000円 (当日各500円増)
宝くじの助成により特別料金となっています。

※未就学児の入場はご遠慮ください。

What is  LIFE?シェイクスピア音楽を通していま自分に問いかける

楽器編成：リコーダー、ヴァイオリン、ヴィオラ・ダ・ガンバ、チェンバロ、オルガン
出演者　：「レ・タンブル」…国際古楽コンクール優勝経験をもち主にフランスで活動。
　　　　　「ハルモニア・レニス」…日本を拠点とする水内謙一と村上暁美のユニット。

　国民栄誉賞受賞の作曲家・吉田正の名を冠したオーケ
ストラが「クラシックではございません！」のコトワリ書きを
つけたコンサートを開催。「潮来笠／夜霧の第二国道／東
京ナイト・クラブ／東京午前三時／子連れ狼／異国の丘」
といった吉田メロディや、世界のムード音楽「80日間世界一
周／シェルブールの雨傘」などの名曲を演奏します。
　人気のヒケツ指揮者・大沢可直のウイットに富んだ進行
で、石原裕次郎主演映画やフォークダンスの音楽など懐か
しい楽曲の数々を同窓会気分でお楽しみいただき心を元
気に！

主催：米沢市、自治総合センター他

クラシックではございません！
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(木・祝)
(火)
(土)
(日)
(日)
(土)
(日)
(土)
(月祝)
(日)

～お好きな公演のチケットお取りします～

[金剛流さくらに舞う会]
[ミュージカル いつだって青空]※
[劇場版 まんが日本昔ばなし]※
[PRO WiND 023 アンサンブル]※
[能楽の祭典]
[宝くじ文化公演 吉田正記念ｵｰｹｽﾄﾗ]
[吹奏楽の日コンサート2023]
[古楽 シェイクスピアの春夏秋冬]※
[山響ニューイヤーコンサート]※
[東儀秀樹コンサート(仮)]※
[落語公演]※
[避難訓練公演(仮)]
[能楽公演]※
[春休み狂言会]

・記載内容が変更となる場合がありますのでホームページ等でご確認ください。
・他所やインターネットで販売する場合もあります。
・ホールでは自主事業以外の公演チケットの販売を行っています。　　

事務室で代金支払
（予約後2週間以内）

舞台芸術活動の参加者を募集します
[こども狂言クラブ稽古会]
[アマチュア楽器クリニック]

～観たい公演あきらめないでいいんです～
イベント託児サービス チケットと一緒に

お申込みください

公演当日 利用料金(当日払)
生後６か月から小
学校入学前の乳
幼児一人につき
1,000円。

お子様と一緒に
直接 託児会場へ

ホールからのお知らせ　▼

※ファンクラブ先行受付

ろくぼく

能「
土
蜘
蛛
」

狂
言「
萩
大
名
」

能「
石
橋
」

着物や浴衣を着つけてもらって

稽古に励む子どもたちの姿を

偶然訪れたお客様も見守ります。

多くの謡曲団体で会員を募集中。

能舞台での稽古は身が引き締まる！

と毎月通っている団体もあります。

こ
ど
も
狂
言「
盆
山
」

申し込み：
お稽古中の万が一のケガに備えての保険手続きや
能舞台を歩くための白足袋、白扇などの道具を揃
えたら、次のお稽古から体験参加もできます。
いつでもお気軽にご相談、参加申込用紙のご提出を。

5才になったら！
「こども狂言クラブ」で週末おけいこしませんか？

能舞台から発信
SNSやってます

▼　ホールからのお知らせ

３月予定

11月予定
12月予定

３月予定
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ミュージカル「いつだって青空～ブルマー先生の夢～」18：30開演6/27（火）
主催：(一社)わらび座 「元気が出る！オーケストラコンサート」吉田正記念オーケストラ
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５/ ４
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９/ ３
９/10
９/30
10/ ８
10/28
１/ ８
３/ ３
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　劇場版は、テレビ版の“ほのぼの”としたアニメーションを、
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な
た
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誰
か
の
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周／シェルブールの雨傘」などの名曲を演奏します。
　人気のヒケツ指揮者・大沢可直のウイットに富んだ進行
で、石原裕次郎主演映画やフォークダンスの音楽など懐か
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３月28日（火）～
４月25日（火）

４月26日（水）～
５月23日（火）

５月25日（木）～
６月27日（火）

６月29日（木）～
７月25日（火）

７月27日（木）～
８月22日（火）

８月24日（木）～
９月26日（火）

４/22(土)～5/21(日)
国宝上杉本洛中洛外図屏風

原本展示

5/27（土）
▼

6/25（日）

4/22（土）
▼

5/21（日）

7/8（土）
▼

8/20（日）

休館日
5/24

休館日
7/26

企画展示室 常設展示室 上杉文華館

講

講

講

4月22日（土）、5月13日（土） 
各回14：00～、要入館料

５月27日（土）、６月24日（土）
各回14：00～、要入館料

９月２日（土）、９月１６日（土）
各回14：00～、要入館料

７月８日（土）14：00～
要入館料

5/5(金)こどもの日 博物館高校生以下 無料入館日
5/18(木) 国際博物館の日 どなたでも 常設展無料入館日

4月2日（日）

6月4日（日）

7月2日（日）

8月6日（日）

8月27日（日）

5月14日（日）

特別展

：キャラリートーク ：講演会
（企画展示室展開設）

：コレクショントーク
（上杉文華館展示解説）
各回14：00～

特別展

上杉景勝と関ケ原合戦
前期

9/2（土）
▼

11/5（日）

後期

「豊臣期上杉家と京都・伏見・大坂」
片桐 昭彦 氏(新潟大学 人文学部 准教授)
伝国の杜2階大会議室
定員：先着120名 聴講無料

５月20日（土）14:00～16:00

企画展 今泉篤男と美術

上杉氏と国絵図の世界（仮）

上杉家歴代の文書管理と歴史編纂
年間テーマ

6月27日(火)
ミュージカル

「いつだって青空
～ブルマー先生の夢～」

5月4日(木・祝)

こども狂言クラブは
一年を通して活動があり
いつでも新規参加者を
募集しています。

上杉まつり
「金剛流さくらに舞う会」

7月29日(土)
劇場版

「まんが日本昔ばなし」

宝くじ文化公演
「吉田正記念オーケストラ」

9月10日(日)

9月30日(土)
能楽の祭典

9月3日(日)
PRO WiND 023 アンサンブル

鳥 刺  （左隻5扇）
と り    さ し

定勝と軍事の先例

綱勝から綱憲へ

吉憲～宗房と年譜編纂

重定と先例

７月15日（土）14：00～
福王寺一彦氏
「今泉篤男先生と
  父・福王寺法林の思い出（仮）」
伝国の杜2階大会議室
定員：先着120名 聴講無料

前期：９月２日（土）～１０月１日（日）
後期：１０月７日（土）～１１月５日（日）

自由参加制ワークショップ
（申込不要・無料）

募集制ワークショップ
（要事前申込・有料）

5月２8日（日）10：00～11：30
色とあそぼう！

７月22日（土）13：30～15：30
植物で布を染めよう

6月11日（日）13：30～16：00
初夏のカラーハンティング

７月２３日（日）
①10：30～、②13：00～
むかしむかしをきこう
語り：米沢とんと昔の会

７月２８日（金）19:00～20：30
ナイトツアーようこそ夜の博物館へ
「今泉篤と美術」を見る

8月6日（日）13：30～16：30
紅花で染める

6月25日（日）13：30～16：00
墨染の美～不思議な墨の世界～

「伝国」という言葉は、米沢藩九代藩主上杉鷹山が天明5年（1785）上杉治広に家督を譲る際に藩主の心得として与えた「伝国の辞」に由来するものです。

謙信関連文書の収集

 景勝をめぐる記録の編纂

室町時代 狩野永徳筆

　鳥黐をつけた竹竿で木にとまる鳥を
捕まえようとしています。鳥刺という職
人です。傍らには鳥かごを持った女性が
います。
　日本列島に住む人々は、50年くらい前
まではいろいろな鳥を食べていました。
中世もまた同様で、ガンやカモ、キジ、ウ
ズラやスズメなどが食膳にあがってい
たようです。「上杉本洛中洛外図屏風」に
は、同じように鳥を狙う鳥刺が左隻２扇に、また竹竿と鳥かごを
持った鳥刺が右隻６扇や左隻２扇に描かれています。戦国時代
には鳥黐を使った猟が盛んであったと考えられており、上杉本
はそれを描き出しているといえます。

博物館開館時間：9：00-17：00（入館は16：30まで）
博物館休館日： 5月-11月 第4水曜日（休日の場合はその直後の平日）
　　　　　　　  12月- 3月 毎週月曜日（休日の場合はその直後の平日）
　　　　　　　  年末年始（今年度は12/27～1/1）
　　　　　　　  ※年始 1/2～1/3は休まず開館予定。
ホール休館日：毎週月曜日（休日の場合はその直後の平日）・年末年始
博物館入館料：常設展 一　般410（330）高大生210（150）
　　　　　　　　　　　 小中生110（60） ※( )は20名以上の団体料金
　　　　　　　  ※特別展・企画展は別途
　　　　　　　  ※常設・企画一体型の期間は料金が異なります。

■発行／米沢市上杉博物館 置賜文化ホール　■編集／公益財団法人 米沢上杉文化振興財団　■発行日／令和5年3月　　■印刷／有限会社富士印刷
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国宝「上杉本洛中洛外図屏風」 ◆利用案内◆ ※休館日等は管理の都合上変更する場合が
　ありますので詳細はお問合せ下さい。

展覧会 教育普及事業 ホール
CALENDAR 2023.4月－9月 ＊3月現在の予定ですので、変更になることがあります。

伝国の杜 検索
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国宝「上杉本洛中洛外図屏風」原本展示
4月22日（土）～5月21日（日）
常設展示室内上杉文華館にて


